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概
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追

加
更

正
予

算
要

求
書

1予
算

要
求

目
 1蚤 回ょ で畠

1零

算
計

|

||

合

備
 

考
  

国
庫

補
助

事
業

に
つ

い
て

は
,本

省
の

内
示

を
添
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の
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で
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ま
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和
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日
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取
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取
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納
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氏
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庁

領
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済
通
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書
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氏

目
|

上
記

金
額

を
昭
和
 
年
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日
ま
で

に
鳥
取

県
 

金
庫
又
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鳥
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金
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下
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収
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金
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。
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名
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か
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改
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る
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の
二

(用
紙
 

震
喜

主
革

毛
ミ

上
記

金
額

を
昭

和
 

年
 

月
 

日
ま

で
に

鳥
取

県
  

金
庫

又
は

最
寄

の
J鳥

取
県

金
庫

に
納

付
°し

て
下

さ
い

。

昭
和
 

年
 

月
 

日
名　殿

（関園）　　　　　　　・
名　納

一一

メメ

殿
名名

氏氏
長員

廊
蜘

目≧♂

Ｆ繊宴じ騨ぐ嗽曇曜菫幽く　颯Ｈ“駅”蓄一“ξ

曇
で

終
十

1申
Oヽ

里
SO継

ぜ
掏

晨
ぺ

Ю
°

の
も
の
三

枚
接

続
)

通

1「
 
月
 

日

鳥
取
県
  

金
庫
 
①

第
 

与
1昭

和
 

年
度

歳
入

碑
ぶ
会 言

[」________

=菫
宣
1ず

日召
不
口
 
年
1 

月
  

日

鳥
取

県
金

庫
 
③

備
考

 1。
一

会
計

で
同
一

人
に
二

科
日
以

上
に
わ

た
る
牧

入
金

を
納
額

告
知

す
る
場

合
は
、
科

目
欄

は
共

通
す

る
科

目
ま
で
に

と
ど
め
、
金
額
欄

に
は

合
計
金
額

を
記
載

し
、

そ
の
下
欄

に
内
訳

科
目
金
額

を
記
載

す
る

こ
と
が

で
き
る
。

2.県
外

の
居
佳

者
に
対

し
、
納

額
告
知

す
る
場

合
は
、
「

鳥
取

県
金
庫
又

は
最
寄

の
鳥
取
県
金

庫
に
」

と
あ

る
を
「

佳
所

、
出
納

長
(出

納
員

)

氏
名

に
こ
の
納

額
告
知
書

を
添

え
」

と
か

き
改

め
る
。              

各

曇
だ
繊
キ

||1中
掏
≪
Oヽ

い
星
怒
脅
Ю
°

様
式
第

十
三
号

(用
紙
 

雑
喜
主
革
老

:

名　殿

・・・・・・（日剛）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‥

庁
本

申ｃ総（く中）騨　ぐ　嗽　警　曜　皿騨く　皿〓駅∞お諾黒雷　Ю∝

”卜〇〇〇
リ

メ
ー

ト
ル

リ
メ

ー
ト
ル

領
牧

済

の
も
の
四
枚

接
続

)

通
知

書
領
 

牧
 

証

第
 
号

1昭
和
 

年
度
歳

入

上
記

金
額

を
領

牧
し
た

の
で

通
知

し
ま
す

。

昭
和

年
 

月
 

日

鳥
取

県
  

金
庫

③

鳥
取

県
出
納

長
氏

名
殿

但
し

上
記

金
額

を
領

牧
し
ま

し
た

。昭
和
 

年
 

月
 

日

鳥
販

県
  

金
庫

①

第
 

号
1昭

和
 

年
度
歳
入

峯 蒼
割
 |

上
記

金
額

を
納

付
し
ま

す
。

昭
和
 
年
 

月
 

日



ｏは　申ｏ眼（ま申）轟　ぐ　哄　轟　艘　回騨く

斡卜〇〇〇

曇
K銀

キ
|||「 IP OStt S O継

係
や
ミ

IxJ Ю
°

様
表
第
十
三
号
の
二

(用
紙
 
盤
喜
主
革
亀

ミ
;す

=|%
の

も
の
三

枚
接

続
)

通

第
 

号
1昭

和

上
記

金
額

を
領
牧

し
た

の
で
通
知

し
ま
す

。

昭
和
 
年
 

月
 

日

鳥
取
県
  

金
庫
①

癖

日召
和

年
度

歳
入

‐
注

‐
こ臨量躍緩躍

年
度

歳
入

号
1昭

和
年

度
歳

入

轟 霧
勝
会
計

|

|百
万
1+万

:万
1千

1百

上
記

金
額

を
領
牧

し
ま

し
た
。

昭
和
 
年
 

月
 

日

・‥‥。（］”［［［ｍ］ｍ‐ＨＪ‐）

氏

置〓駅的辟凛黒田

上
記

金
額

を
納

付
し
ま
す
。

昭
和
 
年
 

月
 

日
名　納

名　納

鳥
取
県
  

金
庫
①

備
育
額
鶴 樫

忌綱 格
△
叢
墓釜
褻
t雫
堪
3早
福
倉萬 裏念

謝
菫懸

詈
峯
象 挙

な 詈冒
象
亀
喜 管

L科
目欄
に
は共
通
す
る科

目 ま
で
に
と
ど めゝ

金

歎
|

項
|

儡
言
 嚢 箋撃

_二_   I  J

.ノ
ー

・
・

響ぶヽ戦ｏ（ま中）轟　ぐ　嶽　麟　ぱ　Ш響く

曇
だ

報
十

日
申
O響

ま
足
選
ド

側
Jゝ

」SOバ
0足

曇
・
IJ Ю

°

備
考

 1、
現
金

領
収

書
、
原

符
の
二

連
式

と
し
、
領

収
証
書

は
厚
紙

、
原

符
は
薄
紙

を
使

用
し
百

枚
綴

と
し
て
表
紙

を
付

け
る

こ

2、
使

用
前

、
年

度
毎

に
一
連

番
号
を
付

し
、

そ
の
番

号
及

び
枚

数
を
表
紙

に
附
記

す
る

こ
と
。
綴

込
枚
数
が

欠
け

る
場

合

は
欠

番
と
し
、
超

過
す

る
場
合

は
斜

線
を

引
き
使

用
不
能

と
す

る
こ
と
。

.3、
書

損
の
場
合

は
切

り
取

ら
な
い
で

原
符

と
領

収
証
書

を
糊

付
け
す

る
こ

と
。

継
イ
眼

||十
11申

抵
や
手
至

や
SOヽ

い
星
怒

£
ヾ
°

(3
1 

定
額
戻

入
、
歳

入
戻

出
及

び
支

出
撤

回
の
場
合

は
首

標
金

額
を
朱

書
す

る
こ
と
。

継
ぜ
眠

||十
目
申
I「

歳
出
金

支
払

通
知
書

」
掏
「

歳
出
金

(歳
入
金

、
歳

入
歳

出
外

現
金
)支

払
通
知
書

」
運
部

総
´
EttK 

O辱

ま
足
埋
や

欄
Jツ

SO｀
い

星
晨

)Rや
°

備
考
 1、

歳
出
金

、
歳

入
金

、
歳

入
歳

出
外
現

金
Bllに

不
用

文
字

を
肖
1除

す
る

こ
と
。

2、
昭
和
  

年
度
歳

出
の
右

空
欄

に
一
般

会
計

、
特

別
会

計
(事

業
名
)歳

入
金

、
歳

入
歳

出
外
現

金
の
表
示

を
す

る
こ

と
。

樋
で

終
||十

ぺ
申

■
酪

匡
O曇

イ
掏

憂
や

°

皿魂駅“＃〓ほ雪　卜叙
曇
ぜ
駅

川
十

く
申

掏
SOヽ

い
星
怒
9Ю

°



∞銀　申ｃ総（ま中）騨　ぐ　鰈　督　位、Ш響く　ｍ〓賦賛＃嘉羅晋

Ю卜〇〇〇

原 
符 

機
百
貨
事 聖

ミ
様

式
第

二
十
八
号

(用

紙

そ
` D他

 
饉
百
七
十
九
ミ

蹟
百

二
十

七
ミ

符
原

第
 

号
1   

年
度

蒻
入歳

出璽劇
(何

 
々
 

金
)

:千
1百

1

昭
和

 
年

リ
メ

ー
ト
ル

リ
メ

ー
ト
ル

第
  

号

歳
入
歳

出
外

(何
 

々
 

金
)

¥|
千

1百
1+

一円

但
し

上
記

金
額

を
寄

託
し
ま

す
ё

昭
和
  

年
  

月
  

日

袂
鰊

藉
氏

鳥
取

県
  

金
庫
 

御
中

名
 

□

号
|

年
 

度

入歳
出璽劇

(何
 

々
 

金
)

|千
1百

1+|卜
]

上
記

金
額

を
領

牧
し
ま

し
た

。

日召
禾
日  

年
  

月
   

日

鳥
取

県
  

金
庫
 

〇

顆
趙

鱚
氏

名
殿

一一

メメ

続

枚

接

枚

一　　二

の　　　の

も　　も

の　　　の

度
■０）

註
但

し
書
に
は
、
納

人
の
氏
名
そ
の
他
必
要

な
事
項

を
記

入
す

る
こ
と
。

樋
ぜ

眠
|||十

ぺ
申

や
く
O高

い
星
怒

£
Ю

°

曇
γ

眠
|||+ぺ

申
 

裏
盤

壽
預

眠
目
十

申
手
「

(払
渡

)」
や

牽
イ
駅

目
十

日
申

岳
「

塁
竃
季 [ 

年
Ю

「紅
Ｎ

分分

Ю　月月

「把

。ＮＪＱ朧本）細（　）”躍ヽ確ョ３縫＜褻Ｆ通饉郎Ｋ撃く　絆還

駆一山　　欄

暖憔廷軍ＱＪ）

饉目思皿直

紅目風皿凛

撻■３黙＜集

1嘔熙
（Ш）

像　駅一Ｌ　噸」

く根ヨき凛終　尊〓

（中幅硬鶴）　＝０中川キ幅総イ駆

中の総　（ま中）轟　≪　嗽　轟　確、回聾Ｋ　重電｝駅”＃〓薇習　式ヽ

↓卜ＯＯＯ
牽

ゴ
選

国
十

111中
Oヽ

運
′
SOII継

ぜ
掏

ミ
)(Ю

°

・
・・

・ ・・
Ⅲ

Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅲ
… ・ ・・

|ヽ

―
‐

‐
―
‐

一

―
‐
―・

|

・
―

―
―
‐

¨
―
‐

‐
‐

―
―
―

‐
―・

|―

‐
^‐

~~~‐
‐

´
…

Ⅲ
―

‐
―

―
―

―
―
―

一
―
‐

|・
…

…
…

・

‐
‐

‐
‐
―

‐
―
―

‐
‐

―
―

―
‐
―

|‐
―

‐
‐
__

…
…

…
・

・
・

|‐
‐・

__.._・
‐
‐

…
Ⅲ・

十像

+lE像

十
像

|・

::::::::::::::

|…

‐
―

…
…

…
…

…
…

I
…

…
Ⅲ・

・
・

・
・

|‐
_____―

‐
‐
―

‐
‐

‐
‐

‐・

‐
|

‐
‐

―
一

‐

|‐

‐
―
―

―
～

―
―

¨
―
‐

‐
‐
―
‐

―
一

―
―

―
‐
―

―
一

―
―

■
Ⅲ
…

Ⅲ
.・
Ⅲ

…
…（Ю患

，
測「撃侭廷暉Ｑ可

(λ
」
Q辱

壼
撫

躍
測
■

ヾ
)

需



(1」
Q軍

煙
撫

羅
測
■
0)                                |

継
係

銀
国
十

日
申

善
「

課
物

品
取

扱
主

任
」

や
「

課
物

品
出

納
員

(分
任

物
品

出
納

員
)」

足
怒

£
ヾ

。

蒸く郷
（湿）

（皿）
（郎）

（気）

＜纏運購菫治　ｕ〓
＝Ｑ中＝＋＝総イ猶

０”　申０派（ま申）華　ぐ　嗽　苔　ぱ　皿翌く　Ш〓駅”＃鷹羅雪

トト〇〇〇

年

申の終　（ま申）轟　ぐ　畷　群　曜　田製Ｋ　ｍ〓曖∞計認黒田　＝∞

∞卜〇〇〇

継
だ

釈
国
十

中
申
Oヽ

運
SO継

で
や

ミ
ペ

Ю
°

様
式
第
二
十
七
号
の
二

資
金

前
渡

者

攻
支

命
令

者
  

職
  

氏
      

名
 
殿

下
記

の
と
お

り
資
金

の
前

渡
を
受

け
て
購

入
し
た
物

品
を

引
継

し
ま
す
。

書
継

氏　　ヽ

職
名
 

③

備
考
 
種

別
欄

に
は
備

品
、
沿

粍
品
費
等

の
区

別
を
言
己載

す
る

こ
と
。



壽
ゴ

駅
IFl十

く
申
O≪

足
≪
O継

ゴ
や

ミ
)R tt°

様
式
第
二
十
八
号

の
二

書
請

申
認

承
換

転
管

保
物

事

ｏ卜ｏ雪Ｑ巾Ｑ繊（ま申）騨　ぐ　嗽　曇　曜　Ш幽く　Ш冨駅∝壮〓記盟

年
長

癖

鳥
販
号
知

下
記

物
品

を

氏
       

名
 

殿

え
保
管

転
換

し
た

い
か

ら
承

認
し
て

下
さ
い

。

数
量

イ面

備
考

1.種
別
欄

に
は
、
備

品
、
清

耗
品
、
動
物

等
の

区
別

を
記
載

す
る

こ
と
。

2.1価
i格

は
、
帳
簿

に
記

載
の
価

格
に

よ
る

こ
と
。

3.沿
耗

品
は
、
価

格
の
記
載

を
要

し
な
い
。

4。
こ
の

申
請
書

は
、
総

務
部
会
計
課

を
経

由
す

る
こ

と
。

棒
だ

総
Jく

十
1中

掏
SO高

C望
怒

彎
■

°

様
式
第
六
十
一
号

糸内
物

簿
(備

品
の

部
)

本
 

庁
 (出

納
長

)
(品

名

その他

棄却

保管転換

その他

保管転換

一
一

一

卜一ト

ー

一

―
―一―

中①繊（ま申）騨　≪　嗽　会　艘　Ш響く　Ш〓駅∞＃諾黒晋　∞∞

〇∞〇〇〇

||||
||

癖
(出

納
員

｀
簿
  (備

品
の

部
)

物
品

出
納

受
一入一鈎

瞥
1靡

|



呻∞　血ｏ眠（ま中）轟　ぐ　哄　磨　曜　肛騨＜　回扇駅∞計諾黒習

綱∞〇〇〇

出  
納
  

簿
 
信
惚
轟
F重

塁
hT履

墨
電 奮

蔀
)

備
 
考
 
清
耗
品
で
購
入
後
直
ち
に
交
付

し
、
旦
つ
、
清
費
す
る
も
の
は
登
記
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

継
だ
紙

1く
キ

|1申
丑
「

備
品
黛
与
簿

」
脚
「

備
品
貸
与
簿

藤
庁

〔
霊
蛾

言
3」

曼
怒

脅
Ю
°

曇
ゼ
眠

1く
十
日
申
く

継゙
ゼ
眠

1く
+1く

中
Oll都

pや
SOバ

02怒
£

Q°

様
式
第

六
十
五

号
員員員任

本
 

庁
解

１

１
Ｉ＝障ほ

ｌ
ｌ隠＝Ｈ隅旧旧隠旧＝＝燿燿Ｈ＝籠ほに

―
口旧

Ｉ
ＥＥ

Ｉ
Ｉ＝旧

Ｉ
Ｉ躍階＝踵＝鷹＝情＝＝＝

出物分物

員印
納

出等
受

給
者

職
氏

名

(出
納

長
)

(出
納

員
)

様
式
第

六
十
六
号
  (B列

五
号

)

名
|

員員任

納帥一
品働脚

年
月

日
稼

称
1司

 |
―――

一
て―‐―‐

一

―‐

巾ｏ総（く申）轟　ぐ　畔　曇　艘　Ш幽Ｋ　回〓Щ∞勝認黒田　Ю∞

餃”〇〇〇

様
式
第

六
十
六
号

の
二

(交
付

を
受

け
た
職

員
)

一　　　一円　一　　一

受

||一
一

二

―
―

一
―

一
―

―
一

―
一

一
― ~~二

蔦
~卜

~~扇
1

年
 

月

1   
届

|

円
|

備
 
考
 

月
計
累

計
を
附

す
る

こ
と
。

円
|

二
_二

土
_三

_____二
一一―

―
|



的∞〇〇〇申Ｑ繊（ま中）群　ぐ　嗽　曇　暇　ｒ一幽く

曇
だ

選
1く

十
ぺ

申
R3轟

イ
駅

押
十

中
脚
<Oヽ

い
星

怒
q 

Ю
O

様
式
第
六
十
九
号

日召
 
和

度
(何

々
)会

牟
1  

目

酪
、
項

、
日

)

備
考

算
予

算
現

額
セ こ

比
し

|1附
記

減
壇

||、

||

繰
越

の
予
算

は
、

「
繰
越

事
業
費

財
源
充

当
額

」
欄

に
言
己載

の
こ

と
。

繰
越

財
源

は
、
前
年
度
繰
越

金
と

し
て
「

前
年

度
以
前

繰
越
額

」ヽ
欄

及
び
「

収
入
済

」
欄

に
記

載
の

こ
と
。

附
記

欄
に
は
、

1女
入
済
額

の
計
算

の
基

礎
、

J女
入
未

済
額

の
生

じ
た
理

由
、
予

算
令
達
額

に
対

す
る
増
減

の
理

由

と
な

る
事

項
を
記
載

す
る

こ
と
。
但

し
、
復

雑
な

も
の

は
別
に
明
細
書

を
添
付

し
な
け
れ

1ぎ
な

ら
な
い
。

調
定
額

欄
中
前
年

度
以
前

繰
越
額

は
、
税

に
つ

い
て
記

載
し
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
。

そ
の

他
参

考

申ｏ総（く中）轟　ぐ　嗽　区出　曜　Ш響く
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様
式
第

七
十
号

昭
 

和

l   h■
年

度
(何

)々会
言
卜

歳
出

算

1量
1機

1勇
卜

J警
晉

:三
IIIIIIII_1_上

1■
_|

二
十
~~~

書

沐
用
額

1附||

寸
~|■

1~|:
|

ｍ］∞駅”＃寸∝口終晋　卜”

「
~丁

丁
~F~| | | | |

1.繰
越
使

用
す

る
た

め
繰

越
し
た
額

は
、

そ
の
年
度

に
お
い

て
は
計
算
書

の
「

翌
年
度
繰
越

」
欄

へ
記

載
し
、
使

用
し
た
年

暉
に

於
て
は
計
算

書
の「

前
年
度
繰
越

事
業
費
越
額

欄
」
に
繰
越

の
予

算
額

を
記

入
し
、
繰
越
使

用
の
費

目
の
支

出
額

は
「

支
出
済

額
」

欄
に
そ

の
年

度
の
支

出
額

と
合
せ

て
記
入

す
る

こ
と
。

2.繰
越
使

用
額

に
不

用
額

を
生

じ
た

と
き
は
、
理

由
を
附

し
附
記
欄

に
そ
の
旨
記
載

す
る
こ

と
。

3.流
用

に
つ

い
て
は
、
増
減

と
も
当
該
科

目
の
附
記
欄

に
流

用
し
た
科

目
及

び
そ

の
金

額
理

由
を
記
載

し
、
不

用
額
の
生

じ
た
理

由
を
附

す
る

こ
と
。
但

し
、
復

雑
な

も
の
は
別

に
明
細
書

を
添

附
し
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
。

4.予
算

現
額

の
欄

に
は
予
算

額
、
予
算

決
定
後

追
加
額
、
各
解

へ
令

達
額
、
流

用
増
減

の
差

引
合
計

を
記
載

す
る

こ
と

0

備
考



曇
ぜ

駅
学

十
11申

OSttSO継
だ
Nミ

ペ
Ю
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様
式
第
七
十
二
号

の
二
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備
 
考
 
工
事
金
以
外
に
支
払

う
前
払
金
に
つ
い
て
記

入
す

る
こ
と
。

涎
イ

銀
中

+1く
申

岳
「

備
考

」
脚
「

備
考

1」
足
怒

£
′

撃
紺

酬
O≪

足
抵

や
い
O測

」
Ψ
SOヽ

い
理
ミ

ペ
Ю

°

2 
調

定
額

の
欄

は
日
々

の
合

計
額

と
記

入
し
、
収

入
済

額
の
欄

は
収

入
一

件
ご

と
に
登

記
す

る
も
の

と
す

る
。

継
ゴ
軽
中
+く

申
子
VRKの

暉
劇
=S´

無
や
や
SOヽ

い
足
怒
9Ю

°

備
考
 1 

こ
の
帳
簿

に
は

、
歳
入
金

、
歳

出
金

、
歳
入
歳

出
外
現
金

の
口
座

を
設
け
、
歳
入
歳

出
外
現
金

口
座

に
つ

い
て
は

さ
ら

に
(保

証
金

等
保

管
金
)(所

得
税

、
住

民
税

等
)(そ

の
他
)に

分
類

し
て

日
座

を
別

け
、
且

つ
口
座

が
三

以
上

に
わ

た
る

と
き
は
総

括
を

設
け

て
登

記
し

月
計

を
附

す
る

も
の

と
す

る
。

2 
歳

入
歳

出
外

現
金

の
払

は
、
現

金
を
払

渡
し

、
又

は
支

払
通

知
を
発

し
た

と
き
登

記
す

る
も
の

と
す

る
。

「

~~~

中一終　（ま申）群　≪　鰈　縣　虚＾ｍ型く

り∞〇〇〇

3 
資

金
の
前
渡

を
受

け
た
者

は
、
受

、
払

及
び
残

の
欄

に
預
託
金

、
現
金

の
区
分

を
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い

4 
臨

時
に
資
金

の
前

渡
を
受

け
た
者

は
、

こ
の
帳

簿
を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

権
で

総
ギ
十

ぺ
中
I「

(資
金

の
前
渡

を
受

け
た
者

)」
脚
「

(常
時
資
金

の
前

渡
を
受

け
る
者

)」
足
怒

£
Ю
°

継
ぜ
眠
く
十

111111r怒
や
I「

毎
月
現
金

日
計
表

に
よ

り
」
脚
「

毎
日
現
金

日
計
表

に
よ

り
」
足
怒
£
■
°

軽
ぜ
眠
く
十
押
申
樫
や
I「

毎
月
出
納

の
終
つ
た

と
き
J掏

「
毎

日
出
納
の
終
つ
た

と
き
」
足
怒

£
Ю
°

壽
ゴ

眠
く

十
く

申
選
N■

「
1こ

の
帳

簿
は

各
癖

別
の

所
得

税
、

市
町

村
民

税
、

国
庫

納
金

、
拾

得
金

、
児

童
福

祉
別

に
」

脚
「

1こ

の
帳

簿
は
各

機
関

別
及

び
(保

証
金

等
保

管
金

)、
(所

得
税

、
住

民
税

等
)、

(そ
の

他
)に

分
類

し
」

足
縣

£
Ю

°

曇
ゴ

総
ぺ

十
日

申
OSttSOttγ

Nミ
ペ

Ю
°

様
式
第
九

十
四
号

の
二
  (13列

五
号

)

歳
   

入
簿

整

課
長

管長
主係

襦
智
2番

号
庫

智
炉

遼
箱

年
月

日
1蛾

入
指

讃
1金

 
額

1翠
籍

・

盲
1摘

_要
1納

入
佳

所
氏

名

1 
昭
和
  

年
  |´

昭
和
  

年
 1     

円
1 

昭
和
  

年
 |     |

1脚
月
年
JⅦ

L年
J 

¬
鴫

年J I
I帥

月
年

J‐
m年

J I昭
Ъ
年J I

Ш〓駅”辟嘉黒盟　繋

|%年
J

1聯
ゝ
年
J∞

年
J

こ
の
帳
薄

は
、

各
科

日
ご

と
に

日
座

を
設

け
月
計
累

計
を
附

す
る

も
の

と
す

る
。

公
営
住

宅
家
尾

貸
付

料
に
つ

い
て
は
、
知

事
の
承
認

を
得

て
別

の
様

式
と
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

備
考
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日
 UO暇

ヨ
煙

´
雪

置
|||十

日
よ

目
駅

|― ~(仁
0報

樽
卜

や
°

車
J´

十
11《

O緊
恨

脚
蚤

掏
′

響
典
選
1=O尽

足
高

Ю
°

JO褒
ヨ

星
高
く
怒
=1=O黙

恨
運
ヽ
心
楓
坤

ば
煙
黙
セ
NⅨ

む
収
累

唱
煙
′

O測
で
い

い
°

tフ
/

圏
黒

目
購

目
瞑

十
H口

総
lll圏

面
駆
墨

朧
ロ

意
に

′Ш

、ャ‐
IF,…

Jロ
ロ ■

Lよ
ヽ

■
Vせ

'総

燿い　　」」

く
′
 

翻

嗽´
″メ

い
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